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本日の講義内容

お金の話し

 金は天下のまわりもの

 なぜ１万円は１万円の価値があるのか？

 お金の歴史

 銀行のお仕事
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金は天下のまわりもの

あなたが（いつも以上に）何かを買うと。。。

 店の売上up → 店員の給料up
 店員が（別の）店で何かを買う

 その店の売上up → その店の店員給料up
 その店の店員が（別の）店で何かを買う

→以下、無限ループ

お金の流れがスムーズなときは好景気
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金は天下のまわりもの

（いつも以上に）何かを買わないと。。。

 店の売上down → 店員の給料down
 店員が（別の）店で何かを買うのをやめる

 その店の売上down → その店の店員給料down
 その店の店員が（別の）店で何かを買うのをやめる

→以下、無限ループ

お金の流れがスムーズでないときは不景気

「現代の経済」「現代と経済」 3

１万円はなぜ１万円なのか？
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１万円はなぜ１万円なのか？
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1万円はなぜ1万円なのか？

問：なぜ１万円は１万円の価値があるのか？

 1万円1枚の製作費用は22.2円

答：みんなが1万円と思い込んでいるから

 国が保証し、皆がそれを信用しているからお金

アメリカドル、日本円、EUユーロ

 みんなが信用しないと。。。

カンボジアはドル化、パナマは完全ドル化
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お金の歴史

お金の誕生

 昔は物々交換が基本

 物々交換の不便さから生まれた「お金」

日本：紙幣、貨幣→布

中国：買、貯、資、財、貴→貝

古代ローマ：Salarium (Salary給料の語源)→Salt塩

 長持ち、保管できる金属の誕生

世界各国で金、銀、銅による貨幣鋳造

ただし金属貨幣でも大量の売買には不便
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お金の歴史

両替商の誕生

 元々は銭貨売買の「両替」専門。のちに（手数料
を取って）手形発行の信用取引がメイン。

 これにより人々は、金貨を持ち歩くリスクを回避し
、預り証（手形）を売買に使用。後にこれが流通
し、現在の紙幣に。

 ただしこの手形は「金」といつでも交換できることが
条件。これが信用の前提。
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お金の歴史

銀行の誕生

 明治期に両替商から銀行への転換

 その中でも発券機能のある中央銀行の設立

 「日本銀行」「FRB」etc.

 金との交換保証紙幣「兌換券」→「金本位制度」

為替＆物価の安定というメリットの一方で、

金の保有量によって経済成長が制限されるデメリット

 1932年金本位制度（兌換制度）廃止
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兌換券
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銀行のお仕事

お金の融通

 お金を預かって、そのお金を企業等に融資

3つの機能

 「決済機能」

預金口座からの引き落としや振り込み

 「金融仲介機能」

お金の貸し手と借り手の橋渡し

 「信用創造機能」

融資の繰り返しによりお金を作り出すこと
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銀行のお仕事：決済
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授業料の振込

A君＆神戸大学が、○○銀

行に口座を持っている場合、
授業料は口座間を移動す
るだけ

A口座

大学口座
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銀行のお仕事：金融仲介
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金利0.1%で預金
（100万円預けると、
利息千円）

金利3%で融資
（100万円融資で、
利息3万円）

金利2.9%の利益
（100万円で2万9千円）

銀行のお仕事：信用創造
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預金100万円

融資90万円

融資81万円

100万円

90万円

81万円

10万円

9万円

271万円

銀行のお仕事：信用創造

信用創造

 もともと100万円しかなかったものが、 終的には
100+90+81=271万円

 もっと融資先があれば（景気が良くなれば）、経済
全体のお金は増える

 あまり融資先がなければ（景気が悪ければ）、経
済全体のお金が減る

 A社の融資で終われば、100+90=190万円
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銀行のお仕事

中央銀行（日本銀行）

 後の貸し手

金融機関が資金不足のとき特別融資を行う

 準備預金制度

民間銀行に対して一定金額を預金させる制度

 「預金者保護」と「通貨供給量の調節」のために使わ
れる
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